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③ チーム各個人の持ちタイム (フラットレース)の合計よりも,リレータイムの方が速 くなる。



































































*文部省 小学校体育指導書 昭和 35年






























































本実験授業の最終日である第 4時は, まとめとしてミニ競技会と50m走タイム測定を行なった。     ゛

































































① 自分たちのリレー メンバ をー知り,班内でリレー オーダー や,バトンパス方式を決定する。
② バトンの正しい渡し方,受け方を練習し,班の目標記録に向けて楽しくリレー ができる。
2.指導過程












































置く 1 2 3
1 1批 2班 3班
2 4班 5班 6班
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表4.第3時の指導課程
1。 本時のねらい






































霧I ミ｀ミミス 1 3
1 1班 4班 8班






















































































綱、、くこノ 1 2 3
1 1,左 2班 3班
2 4'妊 5班 6班





















































下 田 丸 川 ○秋 田 ○山田 34,931.58.0 7.910.2 8.8
ベス ト
アスリー ト 十日













松 田 O横山 ○今井 畑 井 36.033.48.2 9,3 8.7 9.8
スカイ
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千 原 谷 田 O山口 ○秋 山 35,031.18.6 7.9 9.7 8.8
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200mリレーは,第1日を除 く3時間に通算 8回実施し全てのタイムを計測した。
組合せは,図4に示したが,第2時は無作為に編成 し,第3時は第 2時のタイム順に組合せた。





1 1班 2班 3  班
2 4 カ圧 5班 6班
3 7班 8班 9班
第4時(予選)
コース
組 1 2 3
1 1  班 2J/1 3  班




1 1班 4班 8 カ圧





1 2班 5班 7班
3班 6班 9  班
3 1班 4班 8 カI
→
図4 200mリレーの組合せ
































表7の各班の結果のうち, 5班のすべてのタイム (計算 ミスにより等質グループの条件外)と,






















第 2 時  (10月28日) 第 3 時  (lo月30日) 第4時(11月4日)























































































































































































































































































13、 リレーは勝 ち敗けを競 うことが楽 しい
14、 リレーは抜 いた り抜かれた りすることが楽 しい
15、 リレーはどのチームカ剌勝つかわか らない ドキ ドキした気持 ちが楽 しい
16、 リレーはせぃぃっぱい体 を動かせるのが楽 しい
17、 リレーはみんなが応援 して くれるのが楽 しい
18、 リレーは勝敗 よりもお互いに協力 して全力 を尽す ことが大切である
19、 リレーはタイムをよくするためにがんばることが楽 しい
20、 リレーでバ トンパスがスピー ドにのってうまくで きることが楽 しい
21、 リレーでラインをきれいに引いたコースを走 るのは楽 しい
22、 リレーで走 るのが速い人たちと同 じチームになれるのは楽 しい





相手チーノ、に勝 った りした ことがある
25、 リレーは走 り方・ バ トンパスの し方・走 る順番などを工夫 した り作戦
26:子ラとを恐造お建 よ丈泰局心娑担芸た言客低坊7去泰墓 奪基唇え り負
けた りすると思 う
27、 リレーでは自分のせいで負けた リタイムが悪 くなった りするか もしれ
ない と不安である
28、 リレーで自分のせいでチームが うまくいかなかったど思 うことがある
29、 リレーで自分のテームのために もっと走 るのが速 くなろうと思 う
































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 24巻
2       1       0      -1     -2       2      1       0      -1     -2
33、バ トンを、左手か ら右手へ持ち変えるのは、右手か ら左手へ持 ち変 え

































項  目 「
いいえ」の回答数 (人数)








きた 2 3 バ トンパスの
失敗




リレーの敗北 1 0 1 2リレー自体が楽 じ
い 2 3 17






バ トンの受け渡し 12 5 すでに知って
いた 4 4助走マーク 1 8
か け 声 3 3 前時と変わら
ない 3 6 12作 戦 0 1 7?????
バ トンの受け渡 し 進歩がなセ 0 1 9
タイムの伸び 2 バ トンパスの
ミス 2 1 4 7











できた 6 2 5
渡すのに手ま
どった 4 6






た 4 7 14
間隔がつまっ
た 3 3 2
項 目
新 方 式  (人数) 十日 方 式  (人数)
第2時 第3時 第4時 合計 第2時 第 3時 第 4時 合計
バ トンの受け渡しを確実
に行なう 9 22 3 7 18
助走マークやバ トンゾー
ンを利用する 1 6 1 7
「はい」のかけ声を正確
とこかける 0 3 3 5
走る順番や距離を変える
などの工夫をする 1 1 0 2 2 4
個人の走力を高める 2 ユ 2 5 1 1 1 3
今のままでよい 0 0 0 1 2 3 6
































































































お に ご っ こ
50m走タイム測定
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